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○分析結果について

コロナ禍における利⽤⽬的別による交通量の
分析結果として、各目的別及び各路線毎の交通量
への影響について特徴が確認できた。
以上を踏まえ、次のことが考えられる。

コロナ禍により減少した交通量を回復させる
ためには､特に｢観光帰省｣の交通量を回復させる
ことが重要。

ＥＴＣデータを⽤いた利⽤⽬的分析

○各路線毎の利⽤⽬的別交通量の特⾊について

 瀬⼾中央自動⾞道

 ⻄瀬⼾⾃動⾞道

 神⼾淡路鳴⾨⾃動⾞道

2019年

2020年

︓ 3路線のなかで、｢業務｣の占める割合が最も大きい。

︓ 3路線のなかで、｢生活｣の占める割合が最も大きい。

︓ 3路線のなかで、｢観光帰省｣の占める割合が最も大きい。
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